
○年○月○日
埼玉医科大学 学長

竹内　勤　殿

発　明　等　届　出　書

所　　属：○○学　
資　　格：教授
職　　位：研究主任・教育員

代表者名：　特許　太郎　 　　　　印

　下記のような発明等知的創造物を創出しましたので、学校法人埼玉医科大学知的財

産に関する規程第３条に基づき届け出ます。
記

1． 基礎情報

●発明等の名称

○○細胞の生産方法
●共同研究等における場合、相手先との権利割合(本学単独の場合は記入不要)

・相手先機関名称：　○○株式会社　　　　 ・権利割合：(本学　６０％　相手先４０ ％)

注）下記氏名の表記に基づき出願しますので正確にご記入をお願いします。
●発明者･･･１(※発明者･･･１は特許等委員会における説明予定者を記入)

　・所属：○○学　　　　      　　・資格：教授　　　　・職位：研究主任・教育員
・氏名：特許　太郎（Taro Tokkyo）・貢献比率：　50 ％

・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

●発明者･･･２

  ・所属：○○学　　　　      　　・資格：助教　　　　・職位：研究員・教育員
・氏名：特許　次郎(Jiro Tokkyo) ・貢献比率：　50 ％
・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

●発明者･･･３

・所属：　　　　　　　　　　　　・資格：　　　　　　　　・職位：

・氏名：　　　　　　　　　　　　・貢献比率：　　　　　％
・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

（注意）

　※ 本学に所属する発明者のみを記載すること。

　※ 発明者の欄が不足する場合は、適宜用紙を追加すること。

　※ 共同研究等における場合、各発明者の貢献比率の総和は100％となるよう記入すること。
２．技術情報

●本発明等の特徴（従来技術との比較により優位性やオリジナリテイを強調のこと）

記載例を下記のとおり記します。

【課題】現在の培養法では、○○幹細胞の多分化能や増殖能を維持したまま、簡単に、効率よく培養するのが難しい・・・・等
【発明の構成】培養液に所定の濃度の増殖因子Xを投与して所定の期間培養する・・・・・・・・等
【作用・効果】従来技術では、継代数が１０回を超えると、分化した細胞が○％存在するが、本発明によれば、分化した細胞は○％である・・・・・等
●本発明等が民間企業等で使われる見込み（市場動向、有れば新聞記事等添付のこと）

記載例を下記のとおり記します。

○幹細胞専用培養液など研究用試薬メーカーなどで販売できる可能性がある。

本培地は、幹細胞の培養を行うのに必須なものであり、幹細胞あるいは再生医療に利用される可能性が高い。〇〇の再生医療の市場規模は、○○億円である。・・・・・・・・
３．特許等出願希望国 （○で囲む）：  日本、  PCT、  米、  英、  仏、  独、  伊、中国、　その他（     　　 　　　　　）

４．本発明等を基にベンチャー企業を（○で囲む）：　起こしたい、起こさない

５．関連情報

●本発明等の発表予定

〈刊行物等による発表〉

・刊行物等名：　Nature 
・投稿予定日：　○○年　○○月　〇〇日

・刊行予定日：　〇〇年　〇〇月　〇〇日

〈学術団体等における研究集会での発表〉

・学術団体等名：日本○○学会
・研究集会名：第○回日本○○学会総会
・予稿集発行予定日：　〇〇年　〇〇月　〇〇日

・発表予定日：　〇〇年　〇〇月　〇〇日
●発表済関連論文等
・発表日：　〇〇年　〇〇月　〇〇日

・論文等の概要：Cell,23,○—○.2000　（増殖因子Xの記載は無い）　
●関連特許出願等

・発明等の名称：○○幹細胞の生産方法
・出願国：日本
・出願日：　〇〇年　〇〇月　〇〇日

・出願番号：特願２０００−０００００

●本発明等に使用した研究経費

・□基本学科研究費　　　　　　・□一般研究費　　　　　　・□共同研究費　
・□受託研究費　（□国　□独立行政法人・公益法人等　□民間企業　□その他）
・□学内のグラント　・■公的グラント(■文科省　□厚労省　□経産省　□その他)
　　　　グラントの名称「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
・□その他（　　　　　)
(契約書がある場合は写しを添付)※特に競争的資金使用の場合は必ず添付すること
●本発明等に使用した設備・機器等

　・設備等の名称：○○装置
　・所有機関名：○○大学　
(関連する契約書がある場合はその写しを添付)
他機関で利用した設備があれば記載をお願いします。

●本発明等に使用した他機関の機密情報及び試料等

　・機密情報等の名称：〇〇幹細胞 

　・保有機関名：○○大学
(MTA、NDA等関連する契約書等がある場合はその写しを添付)
他機関から材料や秘密情報の提供を受けていた場合は記載をお願いします。

●出願等維持費用を負担して本発明等の実施を希望する企業等

・名称：○○株式会社　

・担当者：特許　三郎
・TEL：００−００００−００００

・FAX：００−００００−００００
・E-mail：○○＠○○
(関連する契約書等は全てその写しを添付)　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


○○年○○月○○日

埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38番地

譲受人　学校法人埼玉医科大学 理事長
　　　　丸　木　　清　之　　殿
　　　発明者全員の住所・氏名（及び押印）を列記して下さい。

譲　　　渡　　　証　　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　
住　　所：○○県○○市〇〇
譲渡人：　○○　〇〇　　　　　印
下記の発明等知的創造物に係る権利を貴法人に譲渡いたします。

記

１　発明等の名称

　　○○細胞の生産方法
以 上
　年　月　日
埼玉医科大学 学長

　　　　　　　　　　　殿

発　明　等　届　出　書

所　　属：

資　　格：

職　　位：

代表者名：　　　　　 　　　　印

　下記のような発明等知的創造物を創出しましたので、学校法人埼玉医科大学知的財

産に関する規程第３条に基づき届け出ます。

記

１．基礎情報

●発明等の名称


●共同研究等における場合、相手先との権利割合(本学単独の場合は記入不要)

・相手先機関名称：　　　　　　　　　 ・権利割合：(本学　　  ％　相手先　　 ％)

●発明者･･･１(※発明者･･･１は特許等委員会における説明予定者を記入)

　・所属：　　　　　　　　　　　　・資格：　　　　　　・職位：

・氏名：　　　　　　　　　　　　・貢献比率：　　      ％

・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

●発明者･･･２

・所属：　　　　　　　　　　　　・資格：　　　　　　　　・職位：

・氏名：　　　　　　　　　　　　・貢献比率：　　　　　％

・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

●発明者･･･３

・所属：　　　　　　　　　　　　・資格：　　　　　　　　・職位：

・氏名：　　　　　　　　　　　　・貢献比率：　　　　　％

・E-mail：　　　　　　　　　　　・TEL：　　　　　　　　　(内線：　　　　　　)

※ 本学に所属する発明者のみを記載すること。

※ 発明者の欄が不足する場合は、適宜用紙を追加すること。

※ 共同研究等における場合、各発明者の貢献比率の総和は100％となるよう記入すること。

２．技術情報

●本発明等の特徴（従来技術との比較により優位性やオリジナリティを強調のこと）


●本発明等が民間企業等で使われる見込み（市場動向、有れば新聞記事等添付のこと）


３．特許等出願希望国 （○で囲む）：  日本、  PCT、  米、  英、  仏、  独、  伊、中国、　その他（     　　 　　　　　）

４．本発明等を基にベンチャー企業を（○で囲む）：　起こしたい、起こさない

５．関連情報

●本発明等の発表予定

〈刊行物等による発表〉

・刊行物等名：

・投稿予定日：　　　年　　　月　　　日

・刊行予定日：　　　年　　　月　　　日

〈学術団体等における研究集会での発表〉

・学術団体等名：

・研究集会名：

・予稿集発行予定日：　　　年　　　月　　　日

・発表予定日：　　　年　　　月　　　日

●発表済関連論文等
・発表日：　　　年　　　月　　　日

・論文等の概要：

●関連特許出願等

・発明等の名称：

・出願国：

・出願日：　　　年　　　月　　　日

・出願番号：

●本発明等に使用した研究経費

・□基本学科研究費　　　　　　・□一般研究費　　　　　　・□共同研究費　

・□受託研究費　（□国　□独立行政法人・公益法人等　□民間企業　□その他）

・□学内のグラント　・□公的グラント(□文科省　□厚労省　□経産省　□その他)

　グラントの名称「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

・□その他（　　　　　)

 (契約書がある場合は写しを添付)
●本発明等に使用した設備・機器等

　・設備等の名称：

　・所有機関名：

(関連する契約書がある場合はその写しを添付)
●本発明等に使用した他機関の機密情報及び試料等

　・機密情報等の名称：

　・保有機関名：

(MTA、NDA等関連する契約書等がある場合はその写しを添付)
●出願等維持費用を負担して本発明等の実施を希望する企業等

・名称：

・担当者：

・TEL：

・FAX：

・E-mail：

(関連する契約書等は全てその写しを添付)　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　年　　月　　日

埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷38番地

譲受人　学校法人埼玉医科大学 理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　殿
譲　　　渡　　　証　　　書

住　　所：
譲渡人：　　　　　　　　　　印
下記の発明等知的創造物に係る権利を貴法人に譲渡いたします。

記

１　発明等の名称

以 上
記載例（下段に書式あります）





様式２(第６条・第１３条関係)





様式１(第３条関係)





様式２(第６条・第１３条関係)









